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本
論
文
は
、
在
日
朝
鮮
人
文
学
の
嚆
矢
と
言
わ
れ
る
金
史
良
の
初
期
文
学

に
つ
い
て
、
作
者
の
朝
鮮
民
衆
の
表
象
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

金
史
良
は
一
九
三
九
年
十
月
に
、
日
本
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
以
来
、
一
九

四
二
年
の
春
に
朝
鮮
に
帰
国
す
る
わ
ず
か
二
年
間
数
多
い
日
本
語
の
小
説
を

創
作
し
、
朝
鮮
人
作
家
に
よ
る
「
国
語
」
作
品
と
し
て
受
容
さ
れ
る
一
方
で
、

朝
鮮
民
族
の
悲
痛
な
運
命
を
描
き
出
し
た
と
評
価
さ
れ
た
。

　
日
本
文
壇
に
注
目
さ
れ
た
金
史
良
が
、
日
本
語
を
通
し
て
文
学
活
動
を
展

開
し
た
経
緯
に
は
、
朝
鮮
民
族
を
描
き
た
い
と
い
う
願
望
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
従
来
の
先
行
論
に
引
き
継
が
れ
、
金
史
良
文
学

の
民
族
主
義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
問
題
関
心
と
、
植
民
地
支
配
に
お

け
る
被
支
配
者
の
文
学
と
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
彼
の
創
作
は
、
日
本
の
植
民
地
同
化
政
策
の
一
環
で

あ
る
「
内
鮮
一
体
」
に
伴
わ
れ
た
「
朝
鮮
ブ
ー
ム
」
に
よ
り
消
費
さ
れ
た
こ

と
は
動
か
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
に
お
け
る
金
史
良
の
民

族
主
義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
観
点
は
、
後
述
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

む
し
ろ
、
金
史
良
の
作
品
に
は
、
民
衆
を
描
き
出
す
こ
と
に
関
す
る
語
り
手

の
乖
離
が
可
視
化
さ
れ
て
い
る
。

　
本
論
文
で
は
、
こ
の
よ
う
な
民
衆
表
象
が
初
期
作
品
に
ど
の
よ
う
に
描
か

れ
て
い
る
か
に
注
目
し
、
語
り
手
が
描
き
出
す
民
衆
と
実
際
の
民
衆
と
の
距

離
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
金
史
良
と
朝
鮮
の
民
衆
の
間
の
乖
離
と
植

民
地
朝
鮮
人
の
苦
悩
に
つ
い
て
解
明
す
る
。

　
第
一
章
「「
光
の
中
に
」
論
―
植
民
地
の
知
識
人
と
民
衆
の
連
帯
意
識
」
で

は
、
金
史
良
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
「
光
の
中
に
」（『
文
藝
首
都
』
一
九
三

九
年
十
月
）
の
語
り
手
「
私
」
を
中
心
に
、
朝
鮮
の
知
識
人
に
よ
る
朝
鮮
人

の
労
働
者
と
の
連
帯
へ
の
志
向
を
確
認
し
た
。

　
東
京
帝
国
大
学
に
在
学
中
で
あ
る
朝
鮮
人
の
知
識
人
の
「
私
」
は
「
南
」

と
い
う
名
前
で
あ
る
が
、
朝
鮮
式
の
読
み
方
の
「
ナ
ン
」
で
は
な
く
、
日
本

式
の
読
み
方
の
「
ミ
ナ
ミ
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。「
ナ
ン
」
か
ら
「
ミ
ナ
ミ
」

へ
の
苗
字
の
変
化
は
、「
私
」
の
転
向
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
人
の
知

識
人
の
転
向
は
、
日
本
帝
国
に
よ
る
抑
圧
と
い
う
「
外
的
要
因
」
と
、
自
ら

の
意
思
に
よ
る
「
内
的
要
因
」
が
あ
っ
た
。「
転
向
論
」（『
芸
術
的
抵
抗
と
挫

折
』
未
来
社
、
一
九
五
九
年
）
で
、
吉
本
隆
明
が
知
識
人
の
転
向
は
、
大
衆

か
ら
の
孤
立
を
克
服
す
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
私
」
の
転

向
の
「
内
的
要
因
」
は
大
衆
と
の
連
帯
へ
の
志
向
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
知
識
人
と
民
衆
と
の
連
帯
は
達
成
で
き
ず
、
自
ら
が
内
面
化
し

て
い
る
転
向
が
可
視
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
知
識
人
の
内
面
の
矛
盾
を
示
す
。

　
第
二
章
「「
光
冥
」
論
―
断
絶
を
超
え
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
的
な

「
私
」」
で
は
、「
光
の
中
に
」
の
約
一
年
後
に
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
「
光

冥
」（『
文
學
界
』
一
九
四
一
年
二
月
）
を
取
り
上
げ
る
。

　
本
作
に
は
文
青
年
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
人
労
働
者
と
、
清
水
を
中
心
と
す

る
朝
鮮
人
の
知
識
人
で
あ
る
。
彼
ら
が
居
住
す
る
場
所
は
、
金
史
良
が
東
京

に
滞
在
し
て
い
た
時
期
、
暮
ら
し
て
い
た
渋
谷
区
の
代
々
木
町
で
あ
る
。
当

時
の
渋
谷
区
の
代
々
木
町
で
は
、
標
高
が
高
い
地
域
は
「
特
別
住
居
地
域
」

と
、
下
町
は
「
普
通
住
居
地
域
」
と
し
て
区
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
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と
清
水
と
文
青
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
階
級
の
格
差
を
示
す
。

　
階
級
に
よ
り
区
分
さ
れ
る
二
つ
の
共
同
体
は
、
思
想
的
に
民
族
主
義
と
帝

国
同
化
主
義
と
い
う
差
を
見
せ
て
い
る
。「
私
」
は
こ
の
階
級
の
断
絶
に
介
入

し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
同
調
は
示
さ
ず
、
む
し
ろ
距

離
を
お
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
私
」
の
態
度
は
、
金
史
良
の
「
ド
イ
ツ

の
愛
国
文
学
」（『
朝
光
』
一
九
三
九
年
九
月
）
と
い
う
評
論
で
、
金
史
良
が

日
本
の
帝
国
主
義
に
対
抗
し
つ
つ
、
民
族
意
識
が
権
威
的
に
な
る
こ
と
が
偏

狭
な
思
想
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
健
全
な
世
界
主
義
を
志
向
す
る
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
を
通
し
て
金
史
良
の
朝
鮮
民
族
の
内
部
の
葛
藤
か

ら
離
れ
る
態
度
が
窺
え
る
。

　
第
三
章
「「
土
城
廊
」
論
―
封
建
社
会
の
朝
鮮
の
近
代
化
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」

で
は
、
金
史
良
の
「
土
城
廊
」（『
文
藝
首
都
』
一
九
四
〇
年
二
月
）
に
お
け

る
非
人
称
の
語
り
手
の
平
壌
に
住
む
朝
鮮
人
の
下
層
階
級
の
描
き
方
を
確
認

し
た
。
鄭
百
秀
「
地
上
の
果
て
、
暴
力
の
果
て
―
金
史
良
『
土
城
廊
』」（『
櫻

美
林
世
界
文
学
』
二
〇
〇
九
年
三
月
）
は
、
本
作
の
登
場
人
物
の
名
前
に
つ

い
て
、
語
り
手
が
一
般
名
を
通
し
て
、
登
場
人
物
た
ち
を
呼
ぶ
こ
と
に
注
目

し
、
こ
の
よ
う
な
呼
び
方
は
人
物
を
一
般
名
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
す
る
と
論
じ

る
。

　
し
か
し
、
賎
民
出
身
で
あ
る
元
三
と
炳
吉
は
、
こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

か
ら
離
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
ら
が
語
り
手
の
認
識
の
外
側
に

位
置
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
り
本
作
は
語
り
手
と
朝
鮮
人
の
下
層
階

級
と
の
間
の
乖
離
を
可
視
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
「「
ム
ル
オ
リ
島
」
論
―
作
品
の
語
り
手
の
分
裂
と
朝
鮮
へ
の
意

識
」
で
は
、「
ム
ル
オ
リ
島
」（『
國
民
文
學
』
一
九
四
二
年
一
月
）
は
朝
鮮
文

壇
に
お
い
て
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
評
価
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
的
な
評
価
は
、
作
品
の
全
体

像
に
注
目
し
た
分
析
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
本
作
に
は
非
人
称
の
語
り
手

と
人
物
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
登
場
人
物
の
烺
が
、
作
者
で
あ
る
金
史
良

の
分
身
で
あ
る
と
い
う
シ
ン
・
ヒ
ギ
ョ
「
金
史
良
の
「
ム
ル
オ
リ
島
」
研
究
」

（『
国
語
文
学
』
一
九
九
八
年
一
月
）
の
指
摘
の
よ
う
に
、
全
知
の
語
り
手
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
場
人
物
と
の
間
の
距
離
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
人
物
の
描
き
方
の
差
は
、
烺
と
彌
勒
に
関
す
る
叙
述
に
お
い

て
可
視
化
す
る
。
作
品
の
冒
頭
に
お
け
る
烺
の
視
点
に
沿
っ
た
叙
述
で
は
、

平
壌
城
内
か
ら
大
同
江
の
下
流
に
至
る
風
景
を
紀
行
文
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
で

描
い
て
い
る
が
、
作
品
の
後
半
に
お
け
る
彌
勒
の
視
点
に
沿
っ
た
叙
述
は
、

大
同
江
の
氾
濫
す
る
場
面
に
お
い
て
過
剰
な
比
喩
表
現
を
用
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
語
り
手
は
、
烺
の
叙
述
の
場
合
は
彼
と
同
じ
視
線
を
持
っ
て
い
る

が
、
彌
勒
は
内
面
焦
点
化
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
距
離
を
お
き
、
語

り
が
分
裂
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
分
裂
は
、
朝
鮮
の
下
層
民
衆
と
金

史
良
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
生
活
の
差
を
示
し
、
日
本
で
生
活
す
る
こ
と
で
朝

鮮
と
離
れ
た
金
史
良
の
苦
悩
が
、
朝
鮮
の
百
姓
の
生
活
と
の
乖
離
と
し
て
本

作
の
語
り
手
と
人
物
と
の
遠
近
感
に
よ
り
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
検
討
を
通
し
て
、
本
論
文
は
、
金
史
良
の
初
期
作
品
に
お
け
る
日

本
語
の
作
品
の
民
衆
表
象
か
ら
窺
え
る
作
者
の
知
識
人
と
し
て
意
識
を
明
ら

か
に
し
た
。
作
品
に
現
れ
る
語
り
手
は
、
常
に
民
衆
の
描
き
方
に
つ
い
て
苦

悩
す
る
が
、
結
局
民
衆
と
の
乖
離
は
克
服
で
き
ず
、
挫
折
し
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
こ
の
民
衆
表
象
に
お
け
る
乖
離
の
ゆ
え
に
金
史
良
は
、
一
九
四
五
年

中
国
へ
脱
走
し
、
民
衆
の
革
命
運
動
に
参
加
す
る
。
本
論
文
は
こ
の
よ
う
な

金
史
良
の
後
期
活
動
を
探
る
た
め
の
見
通
し
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
き
む
　
そ
ん
て
）


